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 （参考４）各県別の需要状況

・ 原子力は、前年に比べ定期検査の日数が少なかったことから、

　前年比 114.1％となった。

・ 水力は、渇水により前年比 59.5％となった。

・ 以上の結果、火力は、前年比 98.1％となった。
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平成17年度上期 電力需給状況
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注１．特定規模需要とは、特別高圧電力および高圧電力の合計で自由化の対象。
　２．17年４月より自由化範囲が拡大されたことに伴い、16年度以前の需要区分と一部異なる。
　　　前年比は、前年同期の実績を現在の区分に合わせることにより算定した。
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 （参考３）４県都平均気温
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　平成17年度上期の販売電力量は、139億６千１百万ｷﾛﾜｯﾄ時、

前年比 101.0％となった。

○　家庭用などの「電灯」は、前年に引き続き夏場の気温が

　高めに推移したことなどから、前年比 100.1％となった。

○　事務所ビル・大型商店などの「業務用電力」は、電灯と

　同様の理由から前年比 101.7％となった。

○　産業用の「大口電力」は、紙･パルプ、化学、鉄鋼、機械

　における生産増などから、前年比 103.6％となった。
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〔需要の内訳〕
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（参考１）販売電力量の前年比の推移
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（参考２）大口電力の前年比の推移
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